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東医大誌　59（1）：82～86，2001
第146回東京医科大学医学会総会
日　　時：平成12年Il月4日（土）午後1時～午後4時40分
会場：東京医科大学病院臨床講堂（6階）
当番教室：解剖学第二講座，皮膚科学講座
■東京医科大学雑誌投稿論文奨励賞・医学会奨励賞受賞講演ならびに表彰
1．投稿論文奨励賞受賞講演
　（1）sm胃癌におけるEcadherin，　MT－MMP，　MMP2・9，　TIMP2の発現と組織内局在
　　　　　　　　　　内科学第四講座　○森田　重文　三坂　亮一　川口　　実
　　　　　　　　　　　　　　　　　　斉藤　利彦
（2）局所限局性前立腺癌の再燃予測診断法としてのmorphometryの検討
　　　　　　　　　　泌尿器科学講座　○尾山　博則　伊藤　貴章
2．医学会奨励賞受賞講演
　（1）　Convergence　from　horizontal　semicircular　canal　and　otolith　on　cat　single　vestibular　nuclei　neurons
　　　　　　　　　　生理学第二講座　00X．L　Zhang，　M．　Zakir，　H．　Meng
　　　　　　　　　　　　　　　　　　H．　Sato，　Y．　Uchino
　（2）CTガイド下経気管支鏡肺生検の診断法としての有用性，及び問題点に関する検討
　　　　　　　　　　外科学第一講座　○佐治　　久　緒方　　潔　大平　達夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉄田　聡哉　土田　敬明　小中　千守
　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤　治文
　　　　　　　　　　放射線医学講座　○阿部　公彦
特別講演：1．肝癌の診断と治療　　　最近の現況と今後の展望
　　　　　　　　　　内科学第四講座　森安　史典　主任教授
　　　　　2．膀胱癌における細胞生物学的特性解析に基づく診断と治療
　　　　　　　　　　泌尿器科学講座　橘　　政昭　主任教授
シンポジウム：神経伝達物質と疾患　（司会　古賀　道之）
シンポジウム
1．
　　　　　神経伝達物質とは？
（東京医科大学解剖学第2講座）
　　　　　　　　　　　　　　　山田　仁三
（東京医科大学薬理学講座）
　　　　　　　　　　　　　　　渡辺　泰雄
（
　　生体の生理調節に重要な役割を果たす生体内微量
　活性物質の一つに伝達物質と総称されるものがある．
　伝達物質は，生体内の3大調節機構である神経系，内
　分泌系，免疫系に存在し，神経系の伝達物質は「神経
　伝達物質」と称される．神経伝達物質が放出される組
　織と，受容体との距離は約80Aとされており，他の伝
　達物質と比較して最も至近距離に特異的受容体が存
1）
